
内装建材 樹脂性化粧見切

見切・目地

高意匠壁天井見切り　挿挿挿挿すだけすだけすだけすだけ見切見切見切見切６６６６

スッキリ見切

■設計施工時の注意

本製品は屋内の壁・天井見切りです

！注意

●本製品は屋内の壁・天井用の見切り材です。それ以外の目的には使用しないでください

●挿すだけ見切を差し込むボードのクリアランスは、４㎜あけてください（３～５㎜までOK）。

●本製品の施工の際には、両端に『木工用ボンド』を注入してください（樹脂の動きを抑えるため）

■製品図 ■基本納まり図

●クロス施工後に取付け ●クロス施工前に取付け

■施工要領

①天井ボードのクリアランスがばらつかないよう、調整してください。 ①天井ボードのクリアランスがばらつかないよう、調整してください。

　ボードクリアランス：３～５㎜ 　ボードクリアランス：３～５㎜

②クロス施工 ②挿すだけ見切を挿す

　　※両端には、見切を挿す前に「木工用ボンド」を充填してください。

　　　温度による樹脂の動きを止め、施工後の隙間を防止します。

③挿すだけ見切を挿す

　　※両端には、見切を挿す前に「木工用ボンド」を充填してください。

　　　温度による樹脂の動きを止め、施工後の隙間を防止します。

③クロス施工
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【クロス施工の後に挿す場合】

　・・クロスの隙間や剥がれ・浮きを予防できます

【クロス施工の前に挿す場合】

　・・スッキリした意匠になります。

ポイントポイントポイントポイント！！！！ボンドボンドボンドボンド注入注入注入注入

巾２０㎜程度注入してください。

ポイントポイントポイントポイント！！！！ボンドボンドボンドボンド注入注入注入注入

巾２０㎜程度注入してください。


